
 

 

 

「センス・オブ・ワンダー」を磨く 
    

新緑の美しさに心惹かれる季節が今年も巡ってきました。この季節になると、子供たちとと

もに生きる皆さんにぜひお伝えしたい言葉があります。 

それは、「センス・オブ・ワンダー」。和訳すると、美しいもの、未知のもの、神秘的なもの

に目を見張る感性という意味になります。この言葉は、私がずっと大切にしている 1 冊の本

の題名です。作者はレイチェル・カーソン。アメリカの海洋学者です。この本と出合ってずいぶん経ちますが、こ

の出合いによって、暮らしの中での感性の捉え方、子供たちとの関わり方が明らかに変わったのを感じています。 

大切な子供たちと過ごす皆様に、この本の一部分を2年ぶりに御紹介します。 

 

「・・・生まれつきそなわっている子供の『センス・オブ・ワンダー』をいつも新鮮にたもちつづけ

るためには、わたしたちが住んでいる世界のよろこび、感激、神秘などを子供といっしょに再発見し、

感動を分かち合ってくれる大人が、すくなくともひとり、そばにいる必要があります。(中略)たとえば、

子供といっしょに空を見あげてみましょう。そこには夜明けやたそがれの美しさがあり、流れる雲、夜

空にまたたく星があります。子供といっしょに風の音をきくこともできます。それが森を吹き渡るごう

ごうという声であろうと、家のひさしや、アパートの角でヒューヒューという風のコーラスであろうと。」 

 

毎日の生活の中で、無意識に見過ごしてしまう自然の神秘や美しさ。季節の巡ってくる喜び。そばでともに感じ

る人がいると、それはさらに深みや広がり、そして新たな発見をもたらし、子供たちの感性や想像力、生命を慈し

む力を育てます。この美しい季節。大人となった皆様の「センス・オブ・ワンダー」もさらに輝き、磨き続けられ

ますように。そして、そのそばで子供たちの笑顔が輝きを増しますように。      （教頭 矢野 三佳里） 

 

  

 

令和７年度 鍵谷祭校内俳句大会入賞作品 最優秀賞（４月俳句の里賞） 

    ２年  はるの朝 はじめてできた にじゅうとび 

  ３年  つくしとり いろんな生き物 こんにちは 

   ４年  初つばめ 空へはばたく てんてんと 

   ５年  春日和 走りはばとび 新記録   

 ６年  ねこ三びき 集まり眠る 春の夜 

                             

垣生小学校だより 

No.２ 令和７年５月26日 2025 

集まれ! 俳句キッズ! 

 

！俳句キッズ！ 



校外生活について 
新学期がスタートしておよそ一か月半が過ぎました。子供たちの新しい交友関係も少しずつ

広がってきているところです。「校内・校外生活のしおり」を年度当初、配らせていただきまし

た。御家庭におかれましても、子供たちが安全・安心に過ごすことができますよう、御協力をお

願いします。 

１ 生活面 

○  帰宅時刻までに家に帰る。 

 （４月～９月：午後６時、10・３月：午後５時 30分、11 月～２月：午後５時） 

○  知らない人にはついて行かない。 

○ 危険な遊びをしたり、海や川、水路等で遊んだりしない。 

○ 用事がないときには店に入らない。 

○ 校区外や大型店舗のゲームコーナーに子供だけで行かない。 

２ 交通安全面 

○ 信号を見るなど、交通ルールをよく守る。 

○ 自転車に乗る時は、ヘルメットをかぶる。 

３ その他 

○ オンラインゲーム・ＳＮＳ・動画サイト（Tik Tok、YouTube等）の使用方法につい 

ては、よく家庭で話し合っておく。 

※  一回アップロードされて広がると、すべてのデータを削除することは困難なので、 

悪質投稿により、加害者にならないように十分注意する。 

 ○ 非行や痴漢等の事件にあった場合は、すぐに、警察へ一報を入れる。 

    松山西警察署 ９５２－０１１０ 

                  （生徒指導主事 𠮷野 雄貴） 

 

 

 

 

 令和７年度 鍵谷祭校内俳句大会入賞作品 優秀賞 

    ２年  はるの朝 一人でいった おかいもの 

  ３年  だんごむし なぜまるくなる 春の昼 

   ４年  春の空 風といっしょに バトンパス 

   ５年  うぐいすや 春の配達 ごくろうさん 

 ６年  下校中 いつもの場所で 春探し 

 

 

   
垣生小学校ホームページも御覧ください。 

集まれ! 俳句キッズ２! 

 

！俳句キッズ！ 


